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６
・
３
大
統
領
選
で
は
、
「
共
に
民
主

党
」
の
李
在
明
候
補
の
当
選
が
有
力
視
さ
れ

て
い
る
。
民
衆
は
、
応
援
棒
を
銀
河
の
よ
う

に
光
輝
か
せ
な
が
ら
尹
錫
悦
退
陣
闘
争
に
大

挙
参
加
し
た
。
こ
の
闘
争
は
「
光
の
革
命
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
新
政
権
と

「
光
の
革
命
」
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。 

 

新
政
権
と
平
和
問
題 

  

選
挙
運
動
期
間
に
、
李
在
明
氏
は
経
済
政

策
の
方
向
性
に
関
し
て
「
中
国
に
謝
謝
、
台

湾
に
も
謝
謝
と
言
っ
て
、
う
ま
く
付
き
合
え

ば
よ
い
。
台
湾
と
中
国
が
争
っ
た
と
し
て
も
、

我
々
に
何
の
関
係
も
な
い
」「
国
益
を
中
心
に
、 

       

中
国
・
ロ
シ
ア
と
の
関
係
も
う
ま
く
維
持
し

な
が
ら
、
物
を
売
る
べ
き
だ
」
な
ど
と
発
言

し
た
。
こ
れ
は
、
新
冷
戦
に
偏
ら
ず
、
実
利

を
重
視
す
る
外
交
方
針
を
明
示
し
た
も
の
だ
。 

 

一
方
で
李
氏
は
、
駐
韓
米
軍
が
掌
握
し
て

い
る
韓
国
国
軍
の
戦
時
作
戦
統
制
権
の
返
還

を
推
進
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、

日
本
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
も
「
必
ず
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
再
検
証

の
意
向
を
示
唆
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
新
冷
戦
の
下
で
米
国
は
中
国
・

ロ
シ
ア
・
朝
鮮
を
包
囲
す
る
た
め
に
、
韓
米

日
軍
事
同
盟
を
中
核
す
る
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
を
構
築
を
進
め
て
い
る
。
２
年
前
、
キ
ャ 

       

ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
た
韓
米
日

首
脳
会
議
で
は
、
３
国
の
軍
事
同
盟
化
と
合

同
軍
事
演
習
の
開
始
が
宣
言
さ
れ
た
。
こ
の

過
程
で
、
日
本
の
歴
史
問
題
は
事
実
上
黙
殺

さ
れ
た
。 

 

さ
ら
に
最
近
で
は
、
新
冷
戦
体
制
を
強
化

す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
中
谷
元
防
衛

大
臣
は
３
月
末
、
東
ア
ジ
ア
全
域
を
「
戦

域
」
と
し
て
捉
え
、
日
米
が
同
志
国
と
軍
事

協
力
を
強
化
す
る
「
ワ
ン
シ
ア
タ
ー
（
一
つ

の
戦
域
）」
構
想
を
発
表
し
た
。
５
月
15
日

に
は
、
ブ
ラ
ン
ソ
ン
駐
韓
米
軍
司
令
官
が

「
駐
韓
米
軍
は
北
朝
鮮
へ
の
対
応
だ
け
に
焦

点
を
当
て
て
い
な
い
」「
よ
り
広
範
な
イ
ン

ド
太
平
洋
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
域
内
で
の 

 

イ
・
ジ
ェ
ミ
ョ
ン 

ユ
ン
・
ソ
ン
ニ
ョ
ル 

な
か
た
に
げ
ん 



◆時の動き 
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作
戦
、
活
動
、
投
資
に
も
注
力
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
台
湾
有
事
に
際
し
駐

韓
米
軍
が
投
入
さ
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
る
。 

  

現
在
、
韓
米
日
の
一
体
化
し
た
軍
事
力
が
、

そ
の
活
動
範
囲
を
東
ア
ジ
ア
全
域
に
広
げ
朝

鮮
半
島
や
台
湾
有
事
へ
の
動
員
体
制
が
構
築 

              

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
韓
国
新

政
権
の
中
国
・
ロ
シ
ア
・
朝
鮮
と
の
関
係
改

善
を
目
指
す
政
策
は
、
米
国
か
ら
見
れ
ば
新

冷
戦
体
制
か
ら
の
逸
脱
と
映
る
だ
ろ
う
。
米

国
は
韓
国
の
「
実
利
外
交
」
を
妨
害
し
、
戦

時
作
戦
統
制
権
の
返
還
も
さ
ら
に
遅
延
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
。
新
政
権
が
全
方
位
的
な

「
実
利
外
交
」
を
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

韓
米
間
の
摩
擦
が
深
ま
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
歴
史
問
題
の
再
検
証
に
対
し

て
は
、
日
本
政
府
が
強
く
反
発
す
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。
日
本
は
歴
史
修
正
主
義
の
も

と
、
10
年
前
に
集
団
的
自
衛
権
を
容
認
し

て
以
降
、
安
全
保
障
関
連
法
の
制
定
、
防
衛

費
の
大
幅
増
加
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

な
ど
、
戦
争
国
家
化
へ
の
道
を
突
き
進
ん
で

い
る
。 

 

「
光
の
革
命
」
の
課
題 

 

新
政
権
の
「
実
利
外
交
」
や
日
本
の
歴

史
問
題
再
検
証
は
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
に
資

す
る
重
要
な
動
き
で
あ
る
。 

し
か
し
、
８
年
前
、
キ
ャ
ン
ド
ル
革
命

に
よ
っ
て
朴
槿
恵
政
権
を
打
倒
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
変
革
は
文
在
寅
政
権
に
委
ね
ら
れ

た
。
そ
し
て
文
政
権
は
、
米
国
の
干
渉
と
圧

力
に
屈
し
、
南
北
関
係
の
改
善
に
失
敗
し
た
。

こ
れ
は
、
民
主
政
権
の
限
界
が
露
呈
し
た
事

例
で
あ
る
。
こ
の
痛
切
な
経
験
を
踏
ま
え
、

民
衆
は
変
革
を
政
権
任
せ
に
せ
ず
、「
光
の

革
命
」
を
継
続
す
る
意
志
を
明
確
に
し
て
い

る
。「
光
の
革
命
」
に
課
さ
れ
た
重
要
な
課

題
の
一
つ
は
、
新
冷
戦
体
制
を
打
破
し
、
朝

鮮
半
島
と
東
ア
ジ
ア
に
平
和
を
構
築
す
る
巨

大
な
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
東
ア

ジ
ア
の
平
和
の
実
現
は
、
韓
日
両
国
民
衆
の

共
同
の
課
題
で
あ
る
。
我
々
は
戦
争
へ
の
流

れ
を
断
固
と
し
て
阻
止
す
る
た
め
に
も
、
新

政
権
の
動
向
と
「
光
の
革
命
」
の
闘
争
発
展

に
、
い
っ
そ
う
注
目
し
て
い
き
た
い
。 

２
０
２
５
年
５
月
25
日
記 

（
ソ
ン
・
ヒ
ョ
ン
グ
ン
） 

ソウルの米国大使館前で４月３０日、「内政干渉の中 

「戦争策動の中止」などのプラカードを掲げて、 

反米の記者会見を開いた労働者ら 

 

パ
ク
・
ク
ネ 

ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン 


